


























　会議と併行して文部省出張の多さは特筆に値する。第 1回目の出張は、1994 年（平成 6）































































































平成 14年（2002 年）6月 28 日、指定された午後 2時、波平勇夫理事長・学長、小熊誠総
合文化学部長と共に文部科学省高等教育課を訪れ、『沖縄国際大学大学院地域文化研究科人間




















私自身が平成 2 年（1990 年）に沖縄国際大学文学部社会学科に奉職する時点には、学科に
は心理学と社会福祉の担当教員はそれぞれ 1 名、科目も教員一人で担当できる範囲の数科目
が開設・開講されているのみであった。
平成 2 年（1990 年）は、前年度に出された日本の社会福祉のあり方に対する「意見具申」
及び「ゴールドルプラン」の趣旨・動きに呼応した戦後日本の社会福祉の大きな分岐点となっ
た「社会福祉改革」の年であり、施設中心から在宅中心とする地域福祉、社会福祉の分権化の
先駆けとなる措置権や許認可権の市町村への委譲等々に加え、本来養成施設でなされるはずの
社会福祉士（後に、精神保健福祉士も加わり）の養成課程を多くの大学が積極的に取り入れ、
カリキュラム改正や福祉系の学部・学科の新設、あるいは福祉系大学が設置されるなど、大学
設置基準の大綱化と合わせて、90 年代の大学における、いわゆる「社会福祉ブーム」と呼ば
れる社会現象の始まりの年でもあった。
また、1980 年代後半においては、間近に迫りつつある高齢社会の到来と福祉財政、福祉政
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策転換等が大きくクローズアップされ、70 年代の「社会福祉見直し」の結果を受けた社会保
障制度改革の動きが大きなうねりとなった時期であった。1986 年に東京で開催された国際社
会福祉会議をきっかけに、社会福祉を支える人材づくりが議論され、国家資格が取り沙汰され
るようになった。
私自身、本学着任以前にお世話になっていた福祉系大学において、日本社会学会の開催や日
本ソーシャルワーカー協会事務局の手伝い等を通して、日本の福祉の指導的立場の方々と関係
を構築することができた。図らずも沖縄国際大学への移動の話しが持ち上がり、学会関係者や
在職大学の学長からの後押しもあり心を残しつつも文学部社会学科に籍をおくこととなった。
沖縄に戻る決断の裏には、「大学という場を通して沖縄県の福祉人材育成の環境をつくること」
を自らの使命とするという強い思いがあったことは事実である。
前任大学在住中の 1987 年、社会福祉初の国家資格である「社会福祉士及び介護福祉法」の
制定に向けて、運動の中心であった日本ソーシャルワーカー協会の事務局員として、関係会議
の場や政府関係者・国会等に対する陳情運動に参加することができ、初の国家試験問題作成者
との交流や所属大学が初の実習指導室を設置する際も中心的な役割を担わせてもらった。それ
らの経験を通して得られた人脈、資料、方法論等は、沖縄国際大学に移籍後に携わった学科づ
くり・大学院づくりに大いに力になったことは事実である。
着任初年度、早速これら社会福祉の動きや方向性について社会学科会議に提案、時の平敷令
治学科長（後に理事長・学長に就任）やそれまで社会福祉教育を重視され、その強化を切望さ
れていた波平勇夫教授（後に理事長・学長に就任）をはじめとする学科教員からの賛同と励ま
しをいただき、加えて嘉数武松理事長・学長と面談した際も励ましの言葉をいただき、自分の
意を強くしたことは今でも深く心に残る思い出である。
その後社会学科で、それぞれ一つしかない社会福祉と心理学のゼミへの学生の希望者が多い
ことを背景に、福祉系科目を中心とするカリキュラム改正やコース制の導入、定員増、社会福
祉士や精神保健福祉士養成課程の開設、社会福祉教員養成課程、実習指導室の開設、夜間主コ
ースの開設、福祉と心理で構成する人間福祉学科の開設、それらに伴う福祉系教員の採用など、
沖縄県の社会福祉人材教育のための多くの事について携わり、それらの多くが実現できたこと
は、学科や学部教員をはじめその時々の理事長・学長をはじめとする教職員の方々に感謝する
次第である。
同時に、視覚障がい者の教育機会を開くための対面朗読室の設置や図書館建設の際の先進大
学の視察や構想の提案、将来の学科の国際化教育の布石として 93 年から自主的に学生を引き
連れ訪問したハワイ大学を皮切りに、デンマークやノルウェー、フィンランド、タイ等の大学
や福祉施設との関係づくりなど、多くのことに取り組むことができたことは、重ね重ねご協力
いただいた教員や関係者に感謝する次第である。
沖縄国際大学大学院地域文化研究科人間福祉専攻の開設は、時の理事長・学長をはじめとす
る関係者の理解と協力に加え、少子高齢社会の現実化や戦後社会福祉の基本的な考え方やあり
方の見直しの必要性等々に呼応した社会福祉改革の動きや大学教育の見直し波などの追い風と
も言うべき時代環境の中で可能となったものであり、加えて、多くの福祉系大学・政策関係者
からの貴重な助言・多大な協力があったことも心に残る事実である。（続）
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心理相談室事始め
人間福祉専攻臨床心理学領域　元心理相談室長　　　
星野　公夫　
心理相談室開設当時からすでに 15年以上経っており、明確な記録も記憶も無く、時系列的
記述は困難なので、私の頭に残るエピソードを記すことにする。
私は、学部の心理学科創設時から 5年間在職したが、この期間は、心理学科・大学院・心
理相談室等の運営に関する大学執行部の認識が混沌とした状況から次第に明確化しだした時代
だったといえよう。
そこには、心理学科、大学院心理課程を創設した執行部が途中で交代したことも一因だった
のであろう。
まず、学部の心理学科に実験器具がほとんど無かった。心理学科創設以前の心理の教授は、
実験器具を学生に作らせながら実験をしていたようであった。その当時の学生はそれを面白が
っていた。しかし、これでは授業にあまりにも非効率であった。そこで、私と同時に赴任した
財部教授と二人で、心理学教室として必要な実験器具整備のための予算要求を行った。これに
加えて、大学院では、臨床心理士指定大学院を目指していたので、認定条件を踏まえた心理相
談所の設置が必要であり、このためにも、執行部の予想を超えた予算が必要になったのであろ
う。そのためか、しばらくの間、心理は金がかかり過ぎると言われ続けた。
心理学についての理解を得るために学長を訪ね、心理学は実験科目であると説明した際に、
心理学はフロイド的で教科書があれば良いと思っていた。前任教授も金は掛からないと言って
いた。しかし運営すると金がかかり過ぎると言われた。
また、心理相談室の予算が決定されているのに、教務部長のM教授が執行の印を押さない
ために金が使えず、やり繰りには苦労した。決定予算をなぜ執行しないのか今でも理解できな
い、こんなことは普通はありえないことであろう。
2004 年に米軍ヘリの墜落事件があった。心理相談室では、学生部の緊急予算によって学生
や教職員のストレス状態の調査をした。その結果を学生部長の了解を得て日本心理学会に発表
することにした。ところが、ある事務職員がこれを発表されるとフラッシュバックすると執行
部に訴えたらしく、心理相談室はまた勝手なことをすると発表中止の意図が伝えられた。相談
室の教員で相談の結果発表を取りやめたこともあった。
指定大学院としては心理相談室の紀要の発行が必要であった。しかし、ある人から、教務部
長はそれは認めないが大学院紀要の別冊なら認めるのではないか、とのアドバイスをいただき、
その案を教務部長に提出したところ認められた。その表紙のデザインとして、「心理相談室紀要」
を大きく置き、「大学院紀要別冊」を表題の上部に小さく記した。財部教授は大丈夫かと懸念
を示したが、発行許可の条件は満たしているから大丈夫とそれを実行した。ささやかな意地で
あった。
在職 5年目の年に、資格認定協会の中間視察があった。学長が出席してくださったが、視
察委員の一人が少々強圧的な感じであった。そこで、会終了後、お詫びと出席いただいたお礼
のため学長室を訪れた。すると、学長のほか副学長も同席され、今後、心理相談室をより発展
- 53 -
大学院研究科・専攻の設置をふりかえって
させたいとの考えを話された。私は、今までと様子が全く異なるので、最初は呆気にとられた
が、話を通して執行部の本気さが感じられたので、約 1時間余り歓談の後、よろしくお願い
しますと学長室を辞した。この時、心理相談室の予算執行の件には触れなかった。教務部長の
任期は本年度限りであり、人が変わればもう大丈夫と確信したからである。
初期の悪条件の中でも、院生は努力を続けた。一期生は社会人入学が多く、臨床心理士合格
者は 1名ぐらいだった。しかし、その後は他大学卒も含め学部からの入学生が主となり、臨
床心理士を目指す雰囲気が高まっていった。
ケースカンファレンスも毎週行われ、そこでの検討内容は次第に深まっていった。これらは
現在の好成績の礎となっているのであろう。
私の退任と同時に財部教授が転任されたのは予想外だった。教授は心理学研究室の充実や大
学院生の実習先の開拓等、教室運営の基本的な事柄について、多くの悪条件の中で努力されて
来たので、とうとう気持ちが切れてしまったのか推察した。教授の転任しようとした決断には、
私なりには納得できた。
ある資格認定委員から、星野さんが辞めると中心的なメンバーが欠けるので、認可を続ける
のが良いかどうか話題に上がっていると言われた。私は、在任のスタッフは有能であるから大
丈夫と答えたが、そのような雰囲気もあるとのことで、沖縄大学から井村助教授を招いたのが
私の最後の仕事となった。
- 54 -
